
　
「
世
界
自
然
遺
産
」の
小
笠
原
諸
島
の
み
に

自
生
す
る
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
は
、
現
在
、
最

も
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る
樹
種
の
ひ
と
つ

で「
絶
滅
危
惧
種
」に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る

　
（
独
）森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン

タ
ー
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
分
野
に

お
け
る
国
家
的
な
行
政
課
題
に
対
応
し
、
①

林
木
の
新
品
種
の
開
発
、
②
林
木
の
遺
伝
資

源
の
収
集
・
保
存
及
び
配
布
、
③
海
外
へ
の

技
術
協
力
に
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

今
回
は
、
こ
れ
ら
の
業
務
の
中
か
ら
、
一
般

の
方
々
に
も
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
な
研
究
成
果
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

小
笠
原
諸
島
の
森
と
海（
母
島
）

絶
滅
危
惧
種
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
再
生

林木育種センターで生産された
オガサワラグワの苗木

品種改良のための人工交配を行う交配園

クローン増殖のためのさし木の技術指導

（
独
）森
林
総
合
研
究
所

　林木は厳しい自然条件のもとで何十
年も生育し、山崩れの防止やＣＯ2の吸
収、木材の生産など森林の多面的な機
能を発揮させることが期待されているた
め、遺伝的に優れた特性を持つことが
重要です。
　我が国で本格的に林木の品種改良（林
木育種）が始まったのは約60年前です。
生産性の向上や公益的機能の高度発揮
を図るため、全国で成長・形質の優れ
た木を選抜する事業（精英樹選抜育種事
業）が昭和29年に開始されました。その
後、時代の要請に応え、松くい虫など
の病虫害や気象害への抵抗性品種、花
粉の少ないスギなどの花粉症対策品種
の開発などが行われてきました。 
　林木育種センターは、このような林
木育種と遺伝資源の収集・保存を担う
我が国の中核機関です。開発した品種
は都道府県、民間事業者を通じて、森
林整備に活用されています。

林木の育種とは

研
究
成
果
の
紹
介
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（独）森林総合研究所林木育種センターにおける研究成果の紹介special
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明
治
時
代
に
始
ま
っ
た
松
く
い
虫
被
害

は
、
昭
和
40
年
代
後
半
に
西
日
本
各
地
で
被

害
量
が
増
大
し
、
現
在
ま
で
、
北
海
道
を
除

く
46
都
府
県
で
被
害
を
発
生
さ
せ
て
い
ま
す
。

様
々
な
対
策
に
よ
り
被
害
量
は
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
、
地
域
に
よ
っ
て
は
新
た
な
被

害
の
発
生
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
被
害
が
軽
微

に
な
っ
た
地
域
に
お
い
て
も
気
象
要
因
等
に

よ
っ
て
は
再
び
激
し
い
被
害
を
受
け
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
原
因
が
１

㎜
に
も
満
た
な
い

「
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ

ン
チ
ュ
ウ
」で
あ
る

こ
と
が
わ
か
っ
た

の
は
昭
和
46
年
で

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
育
種

～
松
く
い
虫
に
強
い
マ
ツ
を
作
る

す
。
そ
の
成
果
に
基
づ
き
、
昭
和
53
年
か
ら

松
く
い
虫
に
強
い
品
種
を
作
る「
マ
ツ
ノ
ザ
イ

セ
ン
チ
ュ
ウ
抵
抗
性
育
種
事
業
」が
始
ま
り
、

そ
の
取
組
は
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

マ
ツ
の
中
に
は
、
も
と
も
と
遺
伝
的
に
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
に
抵
抗
性
が
あ
り
、
マ

ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
が
体
内
に
入
っ
て
も
、

ほ
と
ん
ど
枯
れ
な
い
個
体
が
あ
る
の
で
、
検

定
に
よ
っ
て
そ
の
よ
う
な
マ
ツ
を
選
び
ま
す
。

ま
ず
、
松
く
い
虫
の
激
害
林
分
で
生
き
残
っ

て
い
る
マ
ツ
の
中
か
ら
、
枝
や
種
子
を
採
取
し

て
つ
ぎ
木
や
実
生
で
殖
や
し
ま
す
。
こ
れ
ら

に
マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を
接
種
し
て
検
定

を
行
い（
一
次
検
定
）、
生
き
残
っ
た
苗
木
を
そ

れ
ぞ
れ
つ
ぎ
木
で
殖
や
し
ま
す
。
こ
れ
ら
に
さ

ら
に
接
種
検
定
を
行
い（
二
次
検
定
）、
生
存
率

が
こ
れ
ま
で
に
開
発
さ
れ
た
抵
抗
性
品
種
と

同
等
以
上
の
も
の
を「
抵
抗
性
品
種
」と
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
抵
抗
性
品
種
同
士
を
交
配
す

る
こ
と
で
、
抵
抗
性
が
強
化
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
接
種
検
定
法
で
は
枯
れ
な
い
強
い
抵
抗
性

抵抗性品種の選抜

（二次検定）

激害林分の生存木から増殖した実生苗に
検定を実施（一次検定）
多くは枯死するが、中には生存個体あり

海岸林造成（九州）

マツノザイセンチュウ

マ
ツ
ノ
ザ
イ
セ
ン
チ
ュ
ウ
を

マ
ツ
に
運
ぶ

マ
ツ
ノ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
の
オ
ガ
サ
ワ

ラ
グ
ワ
を
保
全
す
る
た
め
、
組
織
培
養
を
用

い
た
確
実
な
保
存
技
術
と
保
存
し
た
個
体
間

の
交
配
に
よ
る
純
粋
な
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
苗

木
の
生
産
技
術
の
開
発
に
取
り
組
み
、
茨
城

県
日
立
市
と
い
う
小
笠
原
諸
島
と
は
全
く
環

境
の
異
な
る
場
所
で
、
純
粋
な
苗
木
の
生
産

に
成
功
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
技
術
や
苗
木
は
、
今
後
、
関
係

機
関
と
協
議
し
な
が
ら
オ
ガ
サ
ワ
ラ
グ
ワ
の
保

全
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

を
持
っ
た
品
種
の

開
発
も
始
ま
っ
た

と
こ
ろ
で
す
。

　

平
成
23
年
度
末

ま
で
に
、
ク
ロ
マ

ツ
の
抵
抗
性
品
種

を
１
１
０
品
種
、

ア
カ
マ
ツ
の
抵
抗

性
品
種
を
２
０
８

品
種
開
発
し
ま
し

た
。
こ
れ
ら
を
全

国
に
お
け
る
松
く

い
虫
被
害
対
策
に

役
立
て
る
と
と
も

に
、
特
に
東
北
地

方
等
に
お
い
て
は

津
波
の
被
害
を
受

け
た
海
岸
林
の
再

生
に
寄
与
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
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林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
花
粉
症
対
策

の
一
環
と
し
て
、
ス
ギ
･
ヒ
ノ
キ
の
花
粉
の
少

な
い
品
種
や
無
花
粉
品
種
の
開
発
を
都
府
県

と
連
携
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

花
粉
の
少
な
い
品
種
は
、
花
粉
を
発
生
す

る
雄
花
が
少
な
い
だ
け
で
な
く
、
木
材
生
産

に
適
し
た
成
長
や
形
質
が
良
い
も
の
で
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
精
英
樹
と
呼

ば
れ
る
多
く
の
優
良
な
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
中

か
ら
、
雄
花
の
つ
き
方
を
評
価
し
て
、
花
粉

の
少
な
い
品
種
を
選
び
出
し
ま
し
た
。
そ
の

数
は
ス
ギ
１
３
５
品
種
、
ヒ
ノ
キ
55
品
種
に

の
ぼ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
ギ
の
中
に
は
、
外
見
上
、
雄
花

が
つ
い
て
い
ま
す
が
、
花
粉
を
全
く
形
成
し

な
い
無
花
粉
ス
ギ
が
あ
り
ま
す
。
林
木
育
種

花
粉
症
対
策
品
種

～
花
粉
の
少
な
い

ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
と
無
花
粉
ス
ギ

セ
ン
タ
ー
で
遺
伝
資
源
と
し
て
保
存
し
て
い

る
ス
ギ
一
本
一
本
に
つ
い
て
花
粉
の
有
無
を
調

べ
、
無
花
粉
ス
ギ「
爽
春
」と「
ス
ギ
三
重
不
稔

（
関
西
）一
号
」の
２
品
種
を
発
見
し
ま
し
た
。

今
後
は
、
そ
れ
ら
を
様
々
な
精
英
樹
と
交
配

さ
せ
、
成
長
や
形
質
の
い
い
優
れ
た
特
性
を

持
つ
無
花
粉
ス
ギ
の
開
発
を
進
め
る
と
と
も

に
、
開
発
期
間
を
短
縮
す
る
た
め
の
Ｄ
Ｎ
Ａ

マ
ー
カ
ー
の
開
発
な
ど
の
研
究
に
も
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、
花
粉
症
対
策

品
種
の
採
種
園
や
採
穂
園
を
造
成
す
る
た
め

の
原
種
を
供
給
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
採
種

園
等
か
ら
採
種
さ
れ
た
種
子
や
さ
し
穂
に
よ

り
花
粉
症
対
策
苗
木
が
生
産
さ
れ
ま
す
。
林

野
庁
及
び
都
府
県
の
取
組
に
よ
り
、
平
成
17

年
度
に
は
約
９
万
本
だ
っ
た
花
粉
症
対
策
苗

木
が
、
平
成
23
年
度
に
は
約
１
４
２
万
本
と
、

十
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し
た
。
林
木
育
種
セ

ン
タ
ー
で
は
今
後
と
も
花
粉
症
対
策
品
種
の

開
発
と
普
及
に
力
を
入
れ
て
い
き
ま
す
。

少
花
粉
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
品
種
の
開
発

無
花
粉
ス
ギ
品
種
の
開
発
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林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
で
は
、「
林
木
遺
伝
子

銀
行
１
１
０
番
」と
い
う
取
組
み
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
、
天
然
記
念
物
や
巨
樹
、
名

木
、
有
名
木
等
の
樹
木
が
高
齢
等
で
衰
弱
し

て
い
る
場
合
な
ど
に
、
後
継
ク
ロ
ー
ン
苗
木

の
増
殖
の
要
請
に
応
え
、
さ
し
木
や
つ
ぎ
木

等
の
方
法
に
よ
り
後
継
ク
ロ
ー
ン
を
増
殖
す

る
取
組
で
、
林
木
遺
伝
資
源
の
保
存（
ジ
ー
ン

バ
ン
ク
）に
も
役
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

平
成
15
年
の
取
組
み
開
始
か
ら
平
成
23
年

度
末
ま
で
に
、1
7
0
件
の
要
請
が
あ
り
、
95 

件
1
3
1
本
の
親
木
に
つ
い
て
後
継
ク
ロ
ー

ン
苗
木
を
里
帰
り
さ
せ
ま
し
た
。 

こ
れ
ら
の

中
に
は
、
親
木
が
台
風
や
病
気
で
倒
れ
た
り

枯
れ
て
し
ま
っ
た
り
し
た
も
の
も
あ
り
、
後

継
ク
ロ
ー
ン
が
親
木
の
代
わ
り
と
し
て
大
切

に
育
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
里
帰
り
し
た
も
の

の
中
に
は
、
京
都
御
苑
の
桜「
御
所
御
車
返

し
」（
昔
、
後
水
尾
天
皇
が
あ
ま
り
の
美
し
さ

に
魅
せ
ら
れ
て
、
御
車
を
返
し
て
も
う
一
度

そ
の
桜
を
愛
で
た
と
言
わ
れ
て
い
る
桜
）、
北

海
道
乙
部
町
の「
縁
桂
」（
林
野
庁
の
森
の
巨
人

た
ち
百
選
の
カ
ツ
ラ
）、
金
沢
市
の「
根
上
松
」

（
国
指
定
特
別
名
勝「
兼
六
園
」の
ク
ロ
マ
ツ
）

等
が
あ
り
ま
す
。

　

天
然
記
念
物
の
樹
木
や
巨
樹
・
名
木
等
は
、

生
物
学
的
に
貴
重
で
あ
る
と
と
も
に
地
域
の

シ
ン
ボ
ル
や
信
仰
の
対
象
と
し
て
文
化
的
に

も
重
要
で
す
。
9
年
間
に
わ
た
る「
遺
伝
子

銀
行
1
1
0
番
」を
通
じ
て
多
く
の
方
か
ら
感

謝
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の
樹
木
が

奇跡の一本松のクローン「つぎ木４兄弟」。漫画家のやなせたかし先生が長男ノビル、次男タエル、三男イノチ、四男ツナグと命名。

京都御苑「御所御車返し」の里帰り

兼六園の「根上松」と
その里帰り

北海道乙部町の「縁桂」と
その里帰り

林
木
遺
伝
子
銀
行
１
１
０
番
に
よ
る

ク
ロ
ー
ン
増
殖
取
組
み

地
域
の
人
た
ち
の
精
神
的
な
よ
り
ど
こ
ろ
と

な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
で
津
波
の
大
き
な
被
害
を

受
け
た
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
海
岸
林
で
一

本
だ
け
残
り
、
地
元
の
方
々
の
心
の
支
え
と

な
っ
た「
奇
跡
の
一
本
松
」も
こ
の
取
組
み
の
一

環
と
し
て
、
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
東
北
育
種

場
で
後
継
ク
ロ
ー
ン（
つ
ぎ
木
４
兄
弟
）の
育

成
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
例
も
含
め
、
こ
れ
か
ら
も
、
多
く

の
方
に
役
立
つ
こ
の
取
組
み
を
続
け
て
い
く

予
定
で
す
。

（独）森林総合研究所林木育種センターにおける研究成果の紹介special
edition 特集
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